
小倉武一先生略歴

１９１０年 １０月２日，福井県南条郡武生町で出生

１９２８年 第三高等学校入学

１９３４年 東京帝国大学法学部卒業，農林省入省（経

済更生部産業組合課）

１９３５年 青森営林局

１９３６年 農林省馬政局

１９３８～４０年 歩兵第１９連隊補充隊臨時召集（福井県

敦賀―中国山西省離石）

１９４１～４２年 仏領印度支那郡派遣特命全権大使随員

（ハノイ）

１９４３～４５年 農林省総務局企業課長，装備課長，価

格金融課長

１９４５～４６年 大蔵省物価部第三課長

１９４６～４９年 農林省農政局農政課長，農地改革法案

主査

１９４７～６１年 東京大学農学部講師

１９４９年 経済局統計調査部長，農業総合研究所

１９５０年 大臣官房企画室長，農業改良局長

１９５２年 農政局長＝農林経済局長

１９５４年 農業改良局長

１９５５年 農地局長

１９５６年 食糧庁長官

１９５８年 農林水産技術会議事務局長

１９５９年 農林漁業基本問題調査会事務局長

１９６０年 農業基本法案起草委員長，農林事務次官

１９６１年 退官

１９６２年 農業機械化研究所理事長，日本農業法学会

会長，税制調査会委員（１９７１年まで）

１９６３年 農林水産技術会議会長

１９６４年 アジア経済研究所理事

１９６５年 農業構造問題研究会（農政研究センターの

前身）会長

１９６７年 農政研究センター会長，アジア経済研究所

所長

１９６９年 農政審議会会長，米価審議会会長（１９７４年

まで）

１９７２年 アジア経済研究所会長（１９７５年まで）

１９７３年 農山漁家生活改善研究会会長

１９７４年 国際食糧農業協会会長，税制調査会会長

（１９９０年まで）

１９７５年 日本銀行政策委員会委員（１９８３年まで）

１９８９年 勲一等旭日大綬章

２００２年 ２月１４日死去，９１歳

小倉武一先生主要著作等

［著書・監修］

�学説判例・産業組合法解説�高陽書院 １９３７年

�世界油脂工業―東亜油脂原料生産―�東亜研究所
１９４３年

�土地立法の史的考察�農業総合研究所（博士論文）
１９５１年

�農民と教育�農林統計協会 １９５１年

�農民と社会�農民教育協会 １９５２年

�農民の社会的性格�農民教育協会 １９５４年

�農民指導の理論�農民教育協会 １９５４年

�農業と農民に関する指導の理論�農民教育協会
１９５５年

�農政の曲り角�農民教育協会 １９６１年

�農業の将来を考える�家の光協会 １９６２年

Agricultural Development in Modern Japan 国際農業

食糧協会 １９６３年（編著）

�近代における日本農業の発展�農政調査委員会
１９６３年（編著）

�緑陰閑話�新葉書房 １９６３年

�総合農協と専門農協�農政調査委員会 １９６４年

（監修）

�農業における自立経営の存立条件�御茶の水書房
（編著）１９６４年

�近代における日本農業の発展�農政調査委員会
１９６４年

�日本の農政�岩波書店 １９６５年

�アジア経済�XLIV―５・６（２００３．５・６）300



�農業における自立経営の道�御茶の水書房（編著）
１９６５年

�随想の農政�新葉書房 １９６６年

�ある農政の遍歴�新葉書房 １９６７年

Agrarian Problems and Agricultural Policy in Japan

アジア経済研究所 １９６７年

�アジアの農業とその開発�アジア経済研究所 １９６８

年（編著）

�食管制度は告発さるべきか�新葉書房 １９６９年

�新しい農業の理念�家の光協会 １９７１年

�日本農業を考える�家の光協会 １９７２年（編著）

�食管制度を考える�家の光協会 １９７３年（編著）

�緑の海外旅想�日本農民新聞社 １９７４年

�日本と世界の農業共同経営�御茶の水書房 １９７５

年（編著）

�日本の地力－技術的・経営的解明�御茶の水書房
１９７６年（監修）

�国際農業協力の現状と課題�農政研究センター
１９７６年（共編著）

�集団営農の展開�御茶の水書房 １９７６年（編著）

Agrarian Problems and Land Reform in Japan 農政

研究センター １９７７年

The Food Problem and Agricultural Structure in Japan

国際食糧農業協会 １９７７年

�緑の世界�日本農民新聞社 １９７７年

Can Japanese Agriculture Survive? 農政研究センタ

ー １９７９年

�小倉武一著作集�全１４巻 農山漁村文化協会 １９８１

～８３年

�日本農業の構造改革への道―土地所有の近代化と
社会化―�農政研究センター １９８３年（編著）

Toward Structural Reform of Japanese Agriculture 農

政研究センター １９８３年（編著）

�世界の農業の協同�全３巻 農政研究センター

１９８４～８５年

Cooperation in World Agriculture 農政研究センター

１９８５年（共編著）

�日本農業は活き残れるか�全３巻 農文協 １９８７

年

�海外の協同農業�農政研究センター １９８７年（編

著）

�第三世界の農業政策―保護と財政�アジア経済研
究所 １９８８年（監修）

�三間人�ノウ政�問答 も・し・か・し・て�農
文協 １９８８年

�三間人税制問答�農文協 １９８８年

Invitation to the Rural Developments amid the Distorted

Economy 農政研究センター １９９１年（編著）

Rural Development: Looking before and after 農政研

究センター １９９１年（編）

Lights and Shadows of Rural Development in Japan

農政研究センター １９９１年（編）

Invitation to Appreciate Japanese Carpet Manufacturing

農政研究センター １９９２年（編著）

�農政・税制・書生―私の履歴書―�日本経済新聞
社 １９９２年

Japanese Agricultural Policy Reconsidered 農政研究

センター １９９３年（編著）

�鬱陶しいドイツ―旧東独農業の解体と再生―�農
政研究センター １９９３年（編著）

�ある門外漢の新農政試論／討論�１９９５年
A Step towards the Shift of Agriculture, Forestry and Fish-

eries to Ecological Industries 農政研究センタ

ー １９９５年（編著）

�小倉武一小論集�全５巻 農文協 １９９６～９８年

�砂漠にバラを探せ―コンミュナリズムへの道―�
農政研究センター １９９７年（編著）

［論文など］

�フランスの農業問題�（土地制度史学会編�農業危
機の現段階的性格�御茶の水書房 １９６３年）

�アジアを語る�（�アジア経済�第１７巻第１・２号
１９７６年 東畑精一氏との対談）

“Intervention de l’État dans l’agriculture japonaise,”

Rapport presenté au XIe Congrès International

de Droit Comparé, Caracas, 29 Août―5 Septem-

bre 1982（�日本農業への国家の介入�１９８２年
８月２９日～９月５日，カラカスで開催の第１１回

比較法学国際会議に提出された報告）
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［訳書］

スーザン・D・チラ�慎重な革命家達�農政研究セ
ンター １９８２年（抄訳注）

ジョゼフ・クラッツマン�百億人を養えるか�農文
協 １９８６年

ジョゼフ・クラッツマン�世界人類の食料問題�農
文協 １９９２年

ジョイ・タイヴィ�農業生態学�農政研究センター
１９９４年

ブリン・グリーン�カントリーサイドを保全する�
農政研究センター １９９４年（共訳）

ピエル・クロン�フランスにおける農業と政治�農
文協 １９９５年

ジョゼフ・クラッツマン�過剰人口―神話か脅威か
―�農文協 １９９６年

ドナルド・ウォスター�自然の摂理―エコロジーの

歴史―�農政研究センター １９９６年

ティム・ヘイワード�エコロジーの政治―生態の思
潮―�農文協 １９９６年

デイヴィド・ペパア�エコロジーの社会―生態社会
主義―�農文協 １９９６年

イーアン・ボウラ�先進市場経済における農業の諸
相�農政研究センター １９９６年（共訳）

E・E・ワード�農地改革とは何であったのか？―
連合国の対日政策と立法過程�農政研究センタ
ー１９９７年

ドナルド・ウォスター�自然の富―環境の歴史とエ
コロジーの構想�農政研究センター １９９７年

ケニス・ミノーグ�政治－自由と専制の歴史と未来�
農政研究センター １９９８年（共訳）

ブリン・グリーン�田園景観の保全―景観生態学，
戦略，実践�農政研究センター １９９９年（共訳）
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